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十
十

水
声
研
究
者
4
人
が
発
表

茨
城
大
と
常
磐
大
の
被
害
者
学
や
社
会
学
な
ど
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
共
同

セ
ミ
ナ
ー
が
7
日
、
塞
戸
芸
界
2
丁
目
の
茨
城
大
で
開
か
れ
た
。
4
、
人
の
研

究
者
が
登
壇
し
、
】
自
死
責
や
犯
罪
報
道
、
障
害
者
差
別
解
満
駿
な
ど
に
関
す

る
研
究
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
。
岡
東
学
の
教
魚
や
学
生
、
市
腐
ら
約
7
0
人
が

耳
を
傾
け
た
。

茨
城
大
人
文
学
部
の
研

究
者
で
つ
く
る
「
愛
と
傷

つ
き
や
す
さ
の
研
究
会
」

と
、
常
磐
大
国
際
被
害
者

学
研
究
所
と
の
共
同
研
究

会
が
主
催
し
た
。

茨
城
大
人
文
学
部
の
石

董
教
授
は
、
犯
罪

報
道
に
よ
っ
て
生
じ
る
被

害
に
つ
い
て
発
表
．

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

超
撃
た
殺
人
事
件
で
、
馨

寮
の
捜
蜜
に
先
行
し
て
被

害
者
の
夫
を
犯
人
と
す
る

犯
罪
報
道
の
研
究
内
容
を
発
表
す
る
茨
城

報
道
が
さ
れ
、
天
の
人
権

が
像
害
さ
れ
た
な
ど
の
事

例
を
挙
ぼ
、
「
被
凝
着
が

本
当
に
犯
人
か
ど
う
か
は

裁
判
で
分
か
る
こ
と
だ

が
、
報
道
に
よ
っ
て
犯
人

だ
と
い
う
印
象
を
受
け

絶
域
還
さ
れ
て
い
て
も
、

冤
罪
の
可
能
性
を
考
え
る

べ
き
だ
」
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
石
井
准
教
授

は
「
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
て

不
特
定
多
数
の
人
に
情
報

を
伝
え
る
手
段
が
多
様
に

あ
る
申
、
全
て
の
人
が
メ

デ
ィ
ア
を
使
っ
た
攻
撃
の

加
害
者
に
な
り
得
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

常
磐
大
国
際
被
害
者
学

研
究
所
の
ト
ツ
ド
・
ト
レ

フ
ソ
ン
氏
は
自
死
濃
に

関
す
る
研
究
を
発
喪
し
、

外
の
要
因
に
よ
る
死
者
の

遭
族
よ
り
否
定
的
に
判
断

さ
れ
、
非
難
を
受
け
る
場

合
も
あ
る
」
と
主
張
。
精

神
疾
患
の
リ
ス
ク
が
あ
る

た
め
、
自
死
遺
族
は
き
ち

ん
と
見
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

（
小
庶
瑛
平
）
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「
正
義
と
被
害
」

テ
ー
マ
に
発
表

茨
大
で
セ
ミ
ナ
ー

社
会
的
弱
者
に
つ
い
て
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
が
七
日
、
水
戸
市

の
茨
城
大
で
開
か
れ
、
法
テ
ラ

ス
の
弁
護
士
や
特
別
支
援
学
校

の
職
頗
ら
約
七
十
人
が
参
加
、

発
表
に
耳
を
傾
け
た
。

茨
城
大
人
文
学
部
の
研
究
グ

ル
ー
プ
「
愛
と
傷
つ
き
や
す
さ

の
研
究
会
」
と
常
磐
大
国
際
被

害
者
学
研
究
所
（
同
市
）
が
二

〇
一
〇
年
か
ら
共
同
で
開
い
て

い
る
。
今
回
は
r
正
義
と
被

害
」
を
テ
ー
マ
に
、
を
れ
ぞ
れ

の
大
学
で
、
法
学
や
被
害
者

学
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
教

授
や
准
教
腰
四
人
が
発
表
し

た。
茨
城
大
人
文
学
部
の
石
井
智

弥
准
教
授
（
民
事
法
学
）
＝
写

真
＝
ほ
犯
罪
報
道
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
「
社
会
の
実
情
を
知

り
、
防
犯
意
識
を
高
め
る
意
味

で
必
要
」
と
犯
罪
報
道
の
必
要

性
を
認
め
な
が
ら
、
「
裁
判
に

な
る
前
か
ら
特
定
の
人
物
を
犯

人
視
す
る
報
道
は
許
さ
れ
な

い
」
と
主
張
。
「
犯
罪
報
道
が

な
さ
れ
て
も
、
冤
罪
の
可
能
性

濠
頭
の
片
隅
に
置
く
べ
き
だ
」

と
注
意
を
喚
起
し
、
「
推
定
無

罪
の
認
識
濠
一
般
社
会
で
共
有

す
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
障
害
者
差
別
解

消
法
や
自
死
遺
族
の
状
況
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
演
も
あ
つ
た
。

（
山
下
葉
胃
）
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